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教養としてのマネジメントの起源＊
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リベラル・アーツの正系

マネジメントをリベラル・アーツ（教養）とする観念は，ドラッカーの著作
にあって横溢するものの一つである．
『マネジメント』で見逃すことのできない貢献として，人と権力に関わるも

のとしてマネジメントをとらえた点がある．それは価値観，構造，さらには責
任についての一つの原理的考察であって，その意味でこそマネジメントをリベ
ラル・アーツと呼ぶにふさわしいものとした．では教養としてのマネジメント
を彼がクリアカットに示したかというと，必ずしもそうではない．しかし，そ
の点への言及は1988年をもって徐々に見られるようになり，「マネジメントと
はそれ自体が教養体系である．教養とはなされるべきことである．技能のみを
指すものではない．成果のみを専一的に意味するものでさえない」と述べるに
いたっている．翌年の著作『新しい現実』で次のように言う．
「マネジメントとはまさに伝統的な意味におけるリベラルアートすなわち一

般教養である．知識，認識，英知，リーダーシップにかかわりをもつがゆえに
人格にかかわるものであり，実践にかかわりをもつがゆえに技能に関わるもの
である．かくしてマネジメントにある者は，心理学，哲学，倫理学，経済学，
歴史など，人文科学，社会科学，自然科学の広い分野にわたる知識と洞察を身
につけなければならない．それらの知識によって，成果をあげ結果を出さなけ
ればならない．そしてそれらの知識を，病人の治療，学生の教育，橋の建設，

質による．そして彼の最近の本のタイトル『断絶の時代』が，まさに彼の思考
のなかに最初から暗に含まれており中心的であったことを明らかにしているこ
とについては，そのとおりだと言うしかない．
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＊	本論はJoseph A. Maciariello and Karen Linkletter, Drucker’s Lost Art of Management: Peter 
Drucker’s Timeless Vision for Building Effective Organizations, McGraw-Hill, 2011の第1章の抄
訳であり，原権利者の許諾を得て掲載するものである．許諾をくださったマチャレロ，リ
ンクレター両氏とマグロウヒル社，及びマグロウヒル・エデュケーションの佐藤達也氏に
感謝する．


